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V73b Japanese Virtual Observatoryの研究開発–新機能デモ
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国立天文台 JVOプロジェクトでは、大規模かつ多様な観測データを用いた天文学研究の推進に向けて、バー
チャル天文台:Japanese Virtual Observatory の開発を進めている。現在、公開されている JVOポータルサイト
（http://jvo.nao.ac.jp/portal）を通じて、世界各国に散在する約 4000のデータベースやカタログに対し、一括し
てアクセスし、容易にデータを取得することが可能になっている。また、これらのデータからの作図機能なども
実装されている。
今回新たにこの JVOシステムにおいて、Google Skyを利用して、天球画像上に観測データの存在する天域や、

観測メタデータを表示し、ここからデータを取得できる機能を追加した。また、ユーザーが持つローカルファイ
ルシステムのデータと、VOで取得したサーバ上のデータと合わせて活用することを可能にする、JVOスペース
の機能の整備を行った。データの検索についても、より効率的な検索を可能にするよう機能向上を図った。
こうした新機能を中心に、JVOシステムのデモンストレーションを、ポスター会場にて行う予定である。


